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*  3/20（火）、4/30（月）、5/3（木）-5/4（金）は休日開館しています。 

** 3/30（金）、4/27（金）、5/31（木）は月末休館日、 

   4/1（日）～4/2（月）は図書整備等のため休館します。 

開館日程表 

■返却の際は･･･ 

 

借りた図書を、他キャンパスの図書館･室で 

返却することができます。 

（例：附属図書館で貸出した図書を 

             桂キャンパス図書館で返却する。） 
 

ぜひご利用ください。 
 

★詳細は…  
  返却図書の「キャンパス間返送サービス」をご利用ください！ 
http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/modules/bulletin 

                  /article.php?storyid=707 

今年度末（平成24年3月31日）で利用証（学生証）の
有効期限が過ぎる方への貸出図書の 
 

最終返却期限は平成24年3月31日です！ 
 

修士課程、博士課程に進学される方も、期日までに 
返却をお願いします。 

                       

         3月               4月               5月   

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土 

        1 2 3  1 2 3 4 5 6 7    1 2 3 4 5 

4 5 6 7 8 9 10  8 9 10 11 12 13 14  6 7 8 9 10 11 12 

11 12 13 14 15 16 17  15 16 17 18 19 20 21  13 14 15 16 17 18 19 

18 19 20 21 22 23 24  22 23 24 25 26 27 28  20 21 22 23 24 25 26 

25 26 27 28 29 30 31  29 30          27 28 29 30 31   

                       

   開館 8：00～22：00 （学内）     休日開館 10：00～19：00      休館    

     9：00～22：00 （学外）           

携帯からも

開館情報を

チェック！ 

在籍期間を終了される方の入館･貸出について  

 
 

❑進学･留年や、身分･所属の変更のある場合 

 新しい身分証が交付されるまで・・・ 
  ○入館・貸出の際は次年度在籍証明書（カウン 
   ターで様式を配布）を提示してください。 

 新しい身分証が交付されたら・・・  
  ○IC学生証・認証ICカードの場合は住所登録を 
   してください。 
  ○上記以外の身分証の場合は図書館利用証の交付 
   申請をしてください。 
 
❑身分･所属の変更のない場合 
 新しい身分証か次年度在籍証明書を持参の上、図書 
 館利用証の有効期限の延長手続きをしてください。 
 
 また連絡先等、申請事項に変更があった場合には、 
 カウンターまで届け出てください。 

 
 
  

 卒業生・修了生には、卒業・修了後も図書館が利用 
 できる卒業生カード(※)を発行しています。 

 (※)図書の貸出ができない、「学習室24」への入室ができない等の制 

    限があります。 
 カードは卒業・修了式前でも申請することができま 
 すが、交付は4月3日以降となります。 
 
★詳細は… 
 インフォメーションカウンターへお問い合わせください。 

4月以降も在籍される方 

卒業・修了される方 

【再掲】卒業・修了までに貸出図書の返却を！ 

OSLの利用時間が午前8時からになります 

教育用PCがリプレイスにより新しくなりました。3Fの

情報端末エリア（OSL）も平日は午前8時からの利用が

可能となりました。終了時間はこれまで通り閉館の 

30分前です。OSLの利用再開は3/2（金）の予定です。 

おおいにご利用ください。 
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 ◆記事についてのお問い合わせは◆ 

〇貸出・返却、図書館への一般的な照会 

    TEL.075-753-2632,2641(資料運用担当) 

〇情報検索・資料の所蔵調査・講習会等 

 TEL.075-753-2636,2637(参考調査担当) 

〇貴重図書の利用 

    TEL.075-753-2640,2635(特殊資料担当） 

〇文献複写・他大学図書館等の利用 

 TEL.075-753-2638,2654(相互利用担当) 

※ 共通FAX.075-753-2650 

「自己流でデータベースを使っているけれど、こ
れでいいのかわからない」「講習会を受けに行く
時間がない」...という方には、インターネットに
つながっているパソコンがあれば、研究室や自宅
から無料で受講できる講習会があります。 
 

 ・EBSCOhost (各種データベースのプラットフォーム) 

 ・EndNote Web (Web of Scienceの文献管理ツール) 
 ・Reaxys (合成研究の化合物・反応データベース) 
 ・RefWorks (Web版の文献管理ツール) 
 ・SciFinder (化学関係分野の文献データベース) 

 ・SciVerse Scopus (抄録・引用文献データベース) 

 ・Web of Science (学術文献データベース) 
 

上記のデータベースやツールを使っていて、困っ

たときは、ぜひ一度、下記のインターネット講習

会を受けてみてください。 
 

★ 詳細は… 図書館機構HP ⇒ 学習/研究サポート 
⇒ 講習会 ⇒ インターネット講習会 

     インターネットで無料で講習会を 

 受けることができます 

3月は事前予約制で、ご希望に応じて下記の講習会

を行います。グループやゼミ単位などでお申込み

可能です。参考調査カウンターまでご相談くださ

い。 
 

■  図書館ツアー 

■  資料の探し方 -KULINEの使い方を中心に- 

■  文献管理ツールの使い方 -RefWorksを中心に- 

■  学術論文の探し方：日本編 -CiNiiを中心に- 

■  学術論文の探し方：海外編 

-Web of Scienceを中心に- 
 

【申込先】 
    附属図書館 参考調査掛 
      Email ： ref@kulib.kyoto-u.ac.jp 
      Tel ： 075-753-2636 
 

       所属(学部)・身分（学年）・氏名・希望日・時間を 

       お知らせください。 

       3月の附属図書館講習会のお知らせ 

他大学から図書を借用されたい方は、お早めにお

申し込みください。返却期限は 3月23日(金) にな

ります。 

また、文献複写の依頼をしたまま受け取りに来ら

れていない方は、相互利用カウンターまで早めに

お越しください。 

        卒業・修了および在籍期間の切れる皆様へ                                                       

学外から通常のインターネット接続でデータベー

ス / 電子ジャーナル / 電子ブックにアクセスし

ても、これらの電子リソースは利用できません

が、PPTP接続などのリモートアクセスによって学内

ネットワーク環境に接続すれば、学外からでも電子

リソースを利用することができます。 

ただし、契約により、学外からの利用を認めてい

ないリソースもありますので、ご利用になりたい

電子ジャーナル/データベースの利用条件を、電子

ジャーナルリストの「出版社サイトリスト」/京大

ArticleLinker の terms of use でよくご確認の上、

ご利用ください。  
 

★ PPTP接続の設定方法等は … 図書館機構HP ⇒ 

 左メニュー 本や雑誌・論文を探す 

 >> 論文を探す >> 学外からアクセス 

       学外から電子リソースを使いたいときは ?                                                     

OECDは、世界最大のシンクタンクです。 

その豊富な研究成果と、加盟国のみならず世界の

主要国から収集した統計を集めたオンラインデー

タベース OECD iLibrary の講習会を開催します。 

OECDが研究対象とする分野は経済に限らず、政

策・医療・農業・環境・教育・高齢化などの社会

問題まで、多岐にわたります。グローバルな視点

で研究を行う方々には、必ず役に立つデータベー

スです。ぜひご参加ください。 
 

❑ 日時： 3月 7日 (水)  13:30 - 15:00 

❑ 場所： 附属図書館3F講習会室 

❑ 形式： 実習方式 

❑ 講師： OECD東京センター 

 ❑ 対象： 学内者 

❑ お申込み： 先着30名（予約優先/メール等で受付） 
 

【申込先】 

  附属図書館 参考調査掛 
  Email：ref@kulib.kyoto-u.ac.jp 
  Fax：075-753-2650 

 

★ 詳細は… 図書館機構HP ⇒ ニュース 
  ⇒ 「【講習会】OECDのデータ活用講習会  

- 統計情報で世界と比較」 

   OECD データ活用講習会 

–統計情報で世界と比較- 


